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多様な生き方が受け入れられる社会 
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障害者手帳所持者の就労状況 

は
い
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44.5

42.3
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身体障害者手帳
（軽度）

(103)

身体障害者手帳
（重度）

(119)

愛の手帳 (123)

精神障害者
保健福祉手帳

(88)

平成29年度（2017年度）障害福祉サービス意向調査 より 

障害者手帳を所持している生産年齢人口(１５歳以上６５歳未満)における収入
の状況は以下の通りとなっている。身体障害者手帳所持者(軽度)は、「収入が
ある」が６割半ば、精神障害者保健福祉手帳所持者は、「収入がない」が他に
比べ高くなっている。 
          問：あなたは、給料など就労による定期的な収入はありますか。 

(単位：％) 
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障害の状況により望ましい就労形態 
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(

％) 
無
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答  

  

平成29年度（2017年度）障害福祉サービス意向調査 より 

障害の種類により望ましい就労形態や必要な就労支援が異なるため、個々の障害
特性に応じた支援が求められる。 
 
 

39.0

50.5

47.6

20.8

17.5

9.4

11.9

13.4

1.3

7.5

23.0

27.7

18.3

16.9

35.0

0.3

－

1.2

－

－

0.7

2.0

－

20.2

2.0

9.8

57.1

25.0

4.9

3.0

6.1

2.6

10.0

2.4

3.0

3.7

1.3

5.0

ｎ

全  体 (287)

身体障害者手帳
（軽度）

(101)

身体障害者手帳
（重度）

(82)

愛の手帳 (77)

精神障害者
保健福祉手帳

(40)

4 



障害者が働くために必要なこと 

  第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 

身体障害者手帳
（軽度）所持者 

健康状態にあわ
せた働き方ができ
ること 

事業主や職場の
人が障害者につ
いて十分理解し
ていること 

自分の障害に
あった仕事がある
こと 

自立した生活が
できる給料である
こと 

移動手段が確
保されていること 

203名 56.2 51.2 46.8 46.3 35.5 

身体障害者手帳
（重度）所持者 
 

健康状態にあわ
せた働き方ができ
ること 

事業主や職場の
人が障害者につ
いて十分理解し
ていること 

自分の障害に
あった仕事がある
こと 

移動手段が確
保されていること 

自立した生活が
できる給料である
こと 

209名 58.9 55.0 49.3 42.1 41.6 

愛の手帳所持者 
 

事業主や職場の
人が障害者につ
いて十分理解し
ていること 

自分の障害に
あった仕事がある
こと 

職場に適切な助
言や指導、配慮
をしてくれる人が
いること 

健康状態にあわ
せた働き方ができ
ること 

移動手段が確
保されていること 

162名 64.2 54.9 54.3 43.8 38.9 

精神障害者保健福
祉手帳所持者 
 

健康状態にあわ
せた働き方ができ
ること 

事業主や職場の
人が障害者につ
いて十分理解し
ていること 

職場に適切な助
言や指導、配慮
をしてくれる人が
いること 

自分の障害に
あった仕事がある
こと 

自立した生活が
できる給料である
こと 

131名 59.5 55.0 48.9 48.1 41.2 

平成29年度（2017年度）障害福祉サービス意向調査 より 

(単位：％) 
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障害のある人の平日の過ごし方 

 障害がある人の平日の過ごし方は「自宅で過ごしている」が最も多く、
次いで「病院へ通院している」、「常勤で働いている」となっている。 

平成29年度（2017年度）障害福祉サービス意向調査 より 

ｎ = 645 ％

自宅で過ごしている

病院へ通院している

常勤で働いている

アルバイト・パート・非常勤・
契約社員などで働いている

趣味やスポーツ活動をしている

就労移行支援や就労継続支援を行う
事業所や作業所などに通っている

生活介護を行う事業所に通っている

学校（幼稚園等含む）に通っている

身体機能や生活能力の向上のための
訓練を行う事業所に通っている

その他

無回答
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外出する上で妨げになっていること 
 障害のある人にとっての社会的障壁は、障害特性やそれぞれの場面・状
況に応じて異なる。 

 外出する上では、電車やバス、道路や駅など公共交通機関が利用しづら
い。 ｎ = 240 ％

電車やバスを使っての移動が不便

道路や駅などの利用が不便

まわりの人の障害者に対する理解不足

利用する建物の設備が整備されていない

一緒に行く仲間がいない

介助者がいない

情報がない

問い合わせ先の連絡方法が整備されていないため、問い合わせができない

適切な指導者がいない

障害者参加を想定していないため文字表示や点字など配慮がされていない

障害を理由に施設などの利用を拒否される

点字ブロックが破損等により利用が不便

その他

無回答

46.3

43.3

27.5

20.8

15.4

13.3

8.3
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4.2

4.2

2.5

0.8
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平成29年度（2017年度）障害福祉サービス意向調査 より 7 



障害者の社会活動の場 

名称 主たる
対象 

グループ・相談実績等 
(平成２９年度) 

講座等 
(平成２９年度) 

地域活動支援事業
(障害者福祉会館) 

身体 グループ活動回数 470回 
延利用人数 1,600人 

延７８回 
延利用人数 557人 
あみもの、書道、合唱、料理、体操
等 

障害者地域自立生
活支援センター 
「つむぎ」 

知的 自立支援相談 延利用人数 
4,597人 
 

自立支援セミナー６回 延47人 
理解促進セミナー３回 延71人 

精神障害者地域生
活支援センター 
「せせらぎ」 

精神 登録人数386人 
来所利用 延 13,307人 
来所相談 延  3,111人 
電話相談 延 14,276人 

イベント35回 延利用 562人 自
主活動65回 延利用 467人 
定期プログラム 409回3,652人 
 夕食会、スポーツ等 
 

 区内在住の障害のある人が、創作的活動、社会的交流等により、一人ひとりがその
能力を十分に発揮し、身近な地域で生き生きとして生活が送れるよう支援している。 

知的障害者文化 
スポーツ事業 

知的 平成３０年度開始 
中部・南部スポーツ・コミュニティプラザ  
中部・南部すこやか福祉センター 

平成３１年度から 
鷺宮スポーツ・コミュニティプラザでも開始 
 

運動プログラム、音楽プログラム、 
コミュニケーションプログラム 

出典：中野区健康福祉部事業概要 より 8 



高齢者の就業率 

73.3% 

66.7% 

50.0% 

34.5% 

24.2% 

55.7% 

44.5% 

31.3% 

18.7% 
10.5% 

71.8% 

63.8% 

49.9% 37.5% 

19.3% 

58.5% 

47.4% 

33.2% 

22.3% 

8.7% 
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 

22年度男性 22年度女性 27年度男性 27年度女性 
平成27年度（2015年度）、平成22年度（2010年度） 
国勢調査 就業形態等基本集計 より 

 男性は６５歳以上で約半数が就業しているが、７５歳を超えると２割前後と
なる。女性は６５歳以上で約３割が就業しているが、７５歳を超えると１割前
後となる。高齢者の継続した就業を確保していくことが課題である。 

9 
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高齢者の社会（地域）活動への参加 

12.5  

12.6 

17.4 

16.7 

18.1 

3.4  

4.2 

5.8 

8.6 

2.7 

5.4  

4.2 

7.0 

6.8 

5.4 

5.7  

9.2 

13.4 

7.4 

3.4 

2.3  

2.5 

4.7 

3.7 

2.7 

2.5  

3.4 

4.7 

3.1 

1.3 

74.3  

72.3 

61.0 

66.0 

70.5 

1.6  

1.7 

1.7 

2.5 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 

80歳以上 

70歳代 

60歳代 

50歳代 

町内会・自治会の活動 

ボランティア活動 

スポーツ関係の活動 

趣味関係の活動 

学習・教養サークルの活動 

その他 

参加していない 

無回答 

平成30年度（2018年度） 
健康福祉に関する意識調査報告書 より 

 何らかの地域活動をしている方の割合は、50～70歳代にかけて割合が高くな
り、80歳代になると低くなる。 
 このことから、中高年層の地域活動参加促進と、80歳以上の高齢者の参加維
持が課題である。 
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認知症高齢者の現状①（認知症高齢者の現状と10年後の将来推計） 

7,075  7,976  

6,270  
7,068  

8,831  

9,955  

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2018年 2030年 

（人） 認知症高齢者の現状と10年後の将来推計 

MCI（正常と認知症の中間の

人） 

認知症はあるが生活はほぼ

自立している人 

認知症者（日常生活自立度

Ⅱ以上） 

参考データ  中野区の65歳以上人口（2018年12月1日現在） 
         生活圏域及び地域包括支援センター別認知症傾向者数（2018年12月末日現在） 
         「都市部における認知症有病率と認知症の生活機能障害への対応」 
          （平成23～24年度厚生労働科学研究費補助金研究） MCIの全国有病率推定値 
 

  認知症高齢者は増加し続けることが予想されるうえ、65歳以上世帯員がいる
一般世帯数は年々増加しており、それに占める単独世帯も数・割合ともに増加
している。認知症高齢者を世帯だけでなく、地域で支えるため、正しい知識の
普及啓発と支援の仕組みが必要である。 

65歳以上人口 67,929（人） 76,582（人） 

11 



認知症高齢者の現状②（65歳以上世帯員のいる一般世帯数とそれに占める単独世帯数） 

14,903  

18,163  

21,915  

26,164  26,501  

27,898  

41,067 世帯 44,664世帯 49,813世帯  

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

平成17年度 

(2005年度) 

平成22年度 

(2010年度) 

平成27年度 

(2015年度) 

世
帯
数 

65歳以上の単独世帯 

65歳以上世帯員がいる

非単独世帯 

44.0% 

40.7% 

36.3% 

56.0% 

59.3% 

63.7% 

0% 50% 100%

平成27年度

(2005年度) 

平成22年度

(2010年度) 

平成17年度

(2015年度) 

65歳以上の単独世帯 

65歳以上世帯員がいる

非単独世帯 

中野区統計書より 
平成17,22,27年度（2005,2010,2015年度）国勢調査 

65歳以上の世帯員の
いる世帯数 
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認知症に関する理解度 

26.1 

32.6 

38.3 

30.9 

23.4 

13.0 

21.1 

31.0 

20.8 

26.7 

37.8 

41.9 

40.7 

47.0 

49.1 

55.8 

56.9 

48.6 

44.3 

46.7 

26.1 

18.0 

15.4 

17.4 

19.4 

21.4 

14.7 

15.3 

23.8 

18.8 

5.0 

4.7 

4.9 

4.7 

6.9 

7.1 

6.4 

3.3 

9.0 

5.7 

5.0 

2.9 

0.6 

0.0 

1.1 

2.6 

0.9 

1.8 

2.1 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80歳以上 

70歳代 

60歳代 

50歳代 

40歳代 

30歳代 

20歳代 

女性 

男性 

全体 

認知症の症状や基本的な

対応方法を知っている 

認知症の症状について聞

いたことがある 

言葉は聞いたことがある

が、わからないことが多い 

知らない 

無回答 

 認知症について＜知っている＞は７割台前半、そのうち「基本的な対応方法を
知っている」は２割台半ばである。 
 若年層への正しい知識の普及啓発の強化と、当事者年代が正しい知識を持ち、
予防、早期発見に向けた取り組みを行う仕組みづくりが課題となっている。 

平成30年度（2018年度）健康福祉に関する意識調査報告書 より 
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認知症に対応する体制の現状 

元気高齢者 
軽度認知障害（MCI）がある

が日常生活は自立 
誰かの見守りがあれ
ば日常生活は自立 

日常生活に手助
け・介護が必要 

認知症の進行 

認知症サポーター 
 養成講座 
 （平成30年度末累計受講
者17,816人 ） 

認知症サポートリーダー
養成講座（平成30年度
末登録者35人） 

なかのオレンジカフェ登
録制度（平成30年度末
登録10ヶ所） 

認知症講演会   

普及啓発事業（アルツハ
イマーデー展示・RUN伴
なかの支援等） 

 

認知症にやさしい 
地域づくり 

認知症予防と 
早期発見の強化 

認知症チェックリスト普及 

認知症予防講演会
（ファイブコグ検査） 

認知症予防プログラム
（コグニサイズ・コグニ
バイク測定） 

区アウトリーチチーム
によるMCI発見 

認知症相談対応 
機能の向上 

認知症初期集中支援
チーム事業 

認知症支援多職種向
け研修 

認知症専門医、アドバ
イザー医による研修・
事例検討会 
 

介護者支援の強化 

徘徊高齢者探索サー
ビス 

介護事業所向けケア
の質の向上のための
研修 

認知症高齢者等個人
賠償責任保険事業 

事
業
・取
り
組
み 

地域の居場所 オレンジカフェ・サロンなど 

  n認知症の人の状態に応じ、認知症の普及・啓発、多職種での対応が行われてい
る。認知症の人やその家族の視点に立った施策を実現していく必要がある。 

40,600人 10,700人 6,500人 10,200人 
予
測
人
数 出典：日常生活圏域ニーズ調査等に関する研究委員会報告書（平成23年3月）認知機能の障害程度割合（CPS）より算出 
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35.3 

36.0 

33.3 

28.2 

29.7 

29.2 

28.4 

31.5 

31.2 

31.4 

42.0 

48.8 

46.9 

46.3 

44.0 

41.6 

41.3 

44.7 

44.6 

44.6 

17.6 

12.8 

18.5 

23.5 

22.3 

27.3 

26.6 

20.7 

21.5 

21.0 

1.7 

1.7 

0.6 

1.3 

1.7 

0.6 

3.7 

1.3 

1.8 

1.5 

3.4 

0.6 

0.6 

0.7 

2.3 

1.3 

0.0 

1.8 

0.9 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80歳以上 

70歳代 

60歳代 

50歳代 

40歳代 

30歳代 

20歳代 

女性 

男性 

全体 

可能な限り自宅や実家

で過ごしたい 
医療機関や施設に入

院・入所したい 
わからない 

その他 

無回答 

長期療養を希望する場所に関する統計 

平成30年度（2018年度）健康福祉に関する意識調査報告書 より 

 「医療機関や施設に入院・入所したい」の割合が、すべての年代で最も高く
なっている。 
 病院・施設の定員の増加率が、高齢者人口の増加率を上回ることは想定し難
いため、在宅で療養できる仕組みの整備とその周知が課題となる。 
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面で支える地域のネットワーク 
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中野区地域包括ケアシステム推進プランに掲げる目標の実現に向け、区、区民、
関係機関・団体が集い、顔の見える関係を作るなかで連携し、地域の課題につい
て話し合い、解決に向けた行動につなげていくための推進組織。平成27年度よ
り開催。 

関係・専門機関の連携状況 
地域ケア会議 

  すこやか地域ケア会議 中野区地域包括ケア推進会議 
対象エリア 日常生活圏域（すこやか福祉センター圏域）を単位として設置 中野区全域を対象として設置 

主な役割と機能 

特性に応じた地域力の向上 地域力の総合的な推進 

 
困難な事例の具体的解決策の検討、ネットワーク構築、地域の課題

の発見及び整理、地域資源の開発など、地域力の向上に向けた 
検討を行う。 

 
推進プランの進行管理、関係団体の役割確認、事業化・施策化による
課題解決策の普遍化や中野区版のルールづくりなど、地域包括ケア推
進に向けた区全体の課題をとらえ、必要となる制度やしくみ等を検討・

立案する。 

委員構成 

 
町会・自治会、民生・児童委員、医療関係者、介護サービス事業所

連絡会、社会福祉協議会、ボランティア団体、 
地域包括支援センター、区 

左記団体に下記団体を加える。 
友愛クラブ連合会、シルバー人材センター、警察署、消防署、 

支えあい協力事業所、不動産事業者、高齢者会館受託事業者、 
商店街連合会、東京商工会議所中野支部、学識経験者 

平成29年度 
開催回数 

各4回 3回 

部会名 在宅医療介護連携部会 
生活支援・介護予防・就労・ 

健康づくり部会 
認知症等対策部会 住まい・住まい方部会 

委員数 22名 15名 15名 10名 

検討課題 
医療介護連携を推進する方策の

具体化 
介護予防事業の体系化 

認知症1717の人を地域でささえる 
ための仕組みづくり 

高齢者向けの住宅の整備・支援に
ついての具体化 

平成29年度 
開催回数 

7回 
（作業部会3回を含む） 

8回 
（作業部会3回を含む） 

3回 4回 

平成30(2018)年度（2018年度）地域支えあい推進室事業概要 より 
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地域包括ケア推進会議
検討部会 

地域包括ケアシステム実現に向けた会議の役割 
 

制度化に向けた
取り組み 

 
 

協働 
行政×団体 
団体×団体 

 
 

 

 

団体の代表で 
検討 

解決策の提示 
課題の解決に向けて 
具体的に検討 

 

 

不足する資源・改良すべき資源 

具体的な地域資源を探る 

地域課題抽出 

創出すべき資源 
活用できる 
地域特性 

 

事例の検証 

人材の活用 支援策の検証 

 

困難事例の検討 

平成２９年度検討内容 

＜地域資源の確認＞ 

○地域にある資源（地域特性） 

 ・活用可能な資源を探る 

 ・マップ化の実現 

（一部エリア） 

○地域に不足している資源を 

 考える 

平成３０年度検討内容 

＜事例検証＞ 

○事例の構築 

（事例のPDCAサイクルの実施） 

・スキルアップを目指す 

・地域資源を有効活用する 

 ・多職種の連携をすすめる 

課 題 整 理 

検証した内容を事例に戻って実践 

解決策の提示 

確 認 

第4期第2回地域包括ケア推進会議資料 より 
18 



地域ケア会議等を構成する主な団体等 

２０１８年１０月実施 
中野区地域包括ケアシステム推進プラン進捗状況調査 より 

関係機関・団体名 構成人数又は規模 関係機関・団体名 構成人数又は規模 

一般社団法人 
中野区医師会 

会員数430名 
（266医療機関）★ 

生活協同組合コープみらい 
福祉事業本部 東京エリア地区 

組合員数は約341万人、正規職員
3,170人、定時職員10,718人 
（平成30年3月20日現在） 

一般社団法人 
中野区歯科医師会 

会員数192名 
（166歯科医療機関）★ 

公益社団法人 
全日本不動産協会東京都本部 
中野・杉並支部 

全国会員数は31,600社、東京都本
部で8,800社、中野・杉並支部で
542社、中野区で225社 
（平成28年8月末時点） 

一般社団法人  
中野区薬剤師会 

約170名★ 
公益社団法人 
東京都宅地建物取引業協会 
中野区支部  

都内会員15,300社のうち中野区支
部会員は360社で区内全域に店舗
が存在（平成30年11月時点） 

公益社団法人  
東京都柔道整復師会 
中野支部  

東京都  約1,400名 
中野支部 30名★ 

公益社団法人 
中野区シルバー人材センター 

約1,543名（平成29年10月時点） 

中野区介護サービス 
事業所連絡会 

正会員（区内事業所） 168事業所 
準会員（区外事業所） 12事業所 
（平成29年度3月31日時点） 

中野区商工会議所 中野支部 
会員数1,954社 
（平成30年3月末時点） 

中野区町会連合会 

106町会・自治会が加盟 
常任理事会及び役員会（15地域、
30名で組織）を持ち活動★ 

中野区商店街連合会 
中野区内65の商店街 
会員約2,000人★ 

中野区民生児童委員協議会 
14の地区民生児童委員協議会、
309名（定数）の委員で構成★ 

社会福祉法人 
中野区社会福祉協議会 

普通会員 2,739人 
団体会員 217団体(主に町会・自
治会、友愛クラブ） 
特別会員 113（個人・区内企業等） 
（平成30年3月末時点） 

中野区友愛クラブ連合会 
中野区全域10地区の連合会と65
の単位クラブ、約3,600人の 
会員で構成★ 

（★平成30年10月末時点） 
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生涯を通じて健康に過ごせる環境 
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中野区民の運動習慣 

１回３０分以上の連続した運動や身体活動を週１～２回以上行っているかの質
問に対し、「継続的に行っている」「ときどき行っている」と回答した中野区
民の割合は５１．７％となっている。 

平成30年度 中野区健康福祉に関する意識調査より 

30.3% 

16.5% 

1.4% 

21.8% 

29.9% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

全く行っていない 

以前は行っていたが、 

現在は行っていない 

無回答 

ときどき行っている 

継続的に行っている 

行っている 
51.7％ 

行っていない 
46.8％ 
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中野区民の年代別の運動習慣 

運動習慣がある人の年代別の割合をみると、５０歳～７０歳代が平均の５１．
７％を上回り、運動や健康への意識の高さがわかる。 
一方、健康面の不安が少ない現役世代である２０歳～４０歳代へのアプローチ
が課題である。 

平成30年度 中野区健康福祉に関する意識調査より 

45.4% 

58.7% 

61.8% 

55.0% 

50.9% 

45.4% 

39.5% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

80歳代以上 

70歳代 

60歳代 

50歳代 

40歳代 

30歳代 

20歳代 
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中野区民の運動習慣の推移 

国、東京都と比較し、中野区民の運動習慣のある人の割合は伸び悩んでお
り、東京２０２０大会を契機とした運動実施率向上の取組みが、成果に結び
ついていないのが現状である。 

国：スポーツの実施状況等に関する世論調査（スポーツ庁） 
東京都：都民のスポーツ活動・パラリンピックに関する世論調査（東京都生活文化局） 
中野区：健康福祉に関する意識調査 より 

53.0% 

54.2% 

51.7% 

56.3% 57.2% 

42.5% 
51.5% 

55.1% 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

2016年度 2017年度 2018年度 

中野区 

東京都 

国 

●国・都「週１日以上スポーツを実施」 
●区「１回３０分以上の連続した運動や身体活動を週１～２回以上実施」 
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６５歳の健康寿命（東京保健所長方式） 

○６５歳健康寿命（歳）＝６５歳＋６５歳平均自立期間（年）  
 ※要支援１以上の認定を受けるまでの期間の平均、健康と考える期間
       

  

６５歳健康寿命は男女とも微増傾向にある。 
中野区男性の健康寿命は東京都平均並み、女性の健康寿命は東京都平均
より若干高い。 

  
男    性 女    性 

中野区  23区中 東京都 中野区  23区中 東京都 

平成28年 81.10歳 9位 81.04歳 82.70歳 3位 82.56歳 

平成27年 80.95歳 11位 80.98歳 82.64歳 4位 82.48歳 

平成26年 80.84歳 9位 80.89歳 82.63歳 5位 82.46歳 

６５歳健康寿命算出結果区市町村一覧（東京都福祉保健局） より 
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「自分は健康である」と感じる人の割合(主観的健康感) 

「自分は健康である」と
感じる人の割合は年代が
上がるにつれて減少傾向
にある。 
 
※主観的健康感が肯定的
な人の方が、元気で長生
きできることが統計上わ
かっている。 
 

中野区：平成30年度健康福祉に関する意識調査より 

健
康
で
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

健
康
で
あ
る

無
回
答

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

健
康
で
な
い

健
康
で
な
い

<

健
康
で
あ
る

>

<

健
康
で
な
い

>

ｎ

全　体 （1,046） 79.5 18.9

男性 （433） 78.6 20.1

女性 （609） 80.1 18.1

20歳代 （109） 87.2 11.1

30歳代 （154） 82.5 16.9

40歳代 （175） 89.1 10.9

50歳代 （149） 81.9 18.1

60歳代 （162） 87.0 11.1

70歳代 （172） 70.4 26.8

80歳以上 （119） 54.6 42.0

32.8

32.6

33.0

50.5

40.3

41.1

30.9

29.0

26.2

12.6

46.7

46.0

47.1

36.7

42.2

48.0

51.0

58.0

44.2

42.0

1.6

1.4

1.8

1.8

0.6

－

－

1.9

2.9

3.4

12.0

12.7

11.7

8.3

13.0

6.3

11.4

8.0

16.3

23.5

6.9

7.4

6.4

2.8

3.9

4.6

6.7

3.1

10.5

18.5

（％）
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かかりつけの診療所の有無 

中野区：平成30年度健康福祉に関する意識調査より 

自宅の近くで診察や健康相
談をするかかりつけの診療
所を決めている割合は、全
体で約70％である。 
40歳代以下では50％～60％
だが、年代が上がるにつれ
増加傾向がみられ、80歳以
上では約90％となってい
る。 

決
め
て
い
る

だ
い
た
い

決
め
て
い
る

無
回
答

決
め
て
い
な

い

ｎ

全　体 （1,046） 70.8

男性 （433） 68.1

女性 （609） 72.6

20歳代 （109） 51.4

30歳代 （154） 53.2

40歳代 （175） 65.1

50歳代 （149） 69.8

60歳代 （162） 77.8

70歳代 （172） 86.6

80歳以上 （119） 89.9

〈
決
め
て
い
る

〉

46.7

44.3

48.3

22.0

25.3

31.4

39.6

58.0

70.3

79.8

24.1

23.8

24.3

29.4

27.9

33.7

30.2

19.8

16.3

10.1

1.1

1.4

0.8

－

－

0.6

－

1.2

0.6

4.2

28.1

30.5

26.6

48.6

46.8

34.3

30.2

21.0

12.8

5.9

（％）
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かかりつけの歯科診療所の有無 

中野区：平成30年度健康福祉に関する意識調査より 

自宅の近くで診察や健康相
談をするかかりつけの歯科
診療所を決めている割合
は、全体で約65％である。
年代が上がるにつれて、
「決めている」割合が高く
なる。 

決
め
て
い
る

だ
い
た
い

決
め
て
い
る

無
回
答

決
め
て
い
な
い

ｎ

全　体 （1,046） 65.6

男性 （433） 60.1

女性 （609） 69.3

20歳代 （109） 45.0

30歳代 （154） 50.0

40歳代 （175） 66.8

50歳代 （149） 65.1

60歳代 （162） 67.9

70歳代 （172） 79.0

80歳以上 （119） 80.7

〈
決
め
て
い
る

〉

50.1

44.6

53.7

24.8

31.2

43.4

49.0

56.2

70.9

70.6

15.5

15.5

15.6

20.2

18.8

23.4

16.1

11.7

8.1

10.1

2.1

2.3

2.0

0.9

0.6

2.3

0.7

0.6

2.9

5.9

32.3

37.6

28.7

54.1

49.4

30.9

34.2

31.5

18.0

13.4

（％）
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かかりつけの薬局の有無 

決
め
て
い
る

だ
い
た
い

決
め
て
い
る

そ
の
他

（
院
内
処
方

）

無
回
答

決
め
て
い
な
い

ｎ

全　体 （1,046） 61.3

男性 （433） 54.0

女性 （609） 66.2

20歳代 （109） 41.3

30歳代 （154） 42.2

40歳代 （175） 53.7

50歳代 （149） 57.7

60歳代 （162） 66.6

70歳代 （172） 79.7

80歳以上 （119） 86.6

<

決
め
て
い
る

>

37.1

36.0

37.6

15.6

17.5

20.6

28.2

47.5

59.9

70.6

24.2

18.0

28.6

25.7

24.7

33.1

29.5

19.1

19.8

16.0

3.0

3.7

2.5

0.9

1.3

1.1

2.7

5.6

5.2

3.4

1.4

1.2

1.6

－

0.6

1.7

0.7

1.9

0.6

3.4

34.3

41.1

29.7

57.8

55.8

43.4

38.9

25.9

14.5

6.7

（％）

かかりつけの薬局を決めて
いる割合は、全体で61％で
ある。20歳～30歳代では
「決めていない」割合が5割
台半ばと高くなっている。
年代が上がるにつれて、
「決めている」割合が高く
なる。 
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 平成２９年死亡者数2,686人（男1,399人・女1,287人） 
 多いものから１０死因を掲載。 悪性新生物が最も多い。 

0
50

100
150
200
250
300
350
400
450

男 女 

平成30年（2018年）版中野区健康福祉部事業概要 より 

中野区民の死亡の原因 

（人） 
その他内訳 
高血圧疾患・大動脈瘤/解離 
慢性閉塞性肺疾患・喘息等 
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0
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男 女 

男女ともに肺がんが最も多い。 
次に男性は胃がん、膵がん、大腸がん。女性は乳がん、膵がん、大腸がんが多
い。 

中野区民の死亡の原因 悪性新生物部位別 

（人） 

平成30年（2018年）版中野区健康福祉部事業概要 より 
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フレイル予防 
健康長寿延伸を目指し、「３つの柱」に働きかけるもの 
西東京市、杉並区等で実施  
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フレイル予防① 食生活で心がけていること 

中野区：平成30年度健康福祉に関する意識調査より 

朝食を毎朝欠かさず食べる

栄養バランスや規則正しい
食生活を心がけている

食べ残しや食材の廃棄を
減らすようにしている

食の安全性を重視している

国産品や地場産品の購入に
努めている

手軽さ・利便性や値段の安さ
を重視している

家族そろって食事をする

間食をしないようにしている

その他

特にない

無回答

64.6

57.4

50.6

45.5

38.5

26.8

23.7

23.3

4.0

3.6

0.8

55.1

51.4

49.2

40.4

34.6

28.9

20.3

17.3

5.1

3.9

0.7

82.4

68.6

53.4

55.3

46.1

23.0

30.1

34.4

2.2

3.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n = 1,046）

65歳未満（n = 671）

65歳以上（n = 369）

食生活で心がけていること
は、「朝食を毎朝欠かさず
食べる」が65％で最も高
く、次いで「栄養バランス
や規則正しい食生活を心が
ける」「食べ残しや食材の
廃棄を減らすようにしてい
る」が続く。 
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フレイル予防② 近所とのつきあいの程度 

中野区：平成30年度健康福祉に関する意識調査より 

近所とのつきあいの程度
は、「顔を合わせた時に会
釈する程度」が42％で最も
高くなっている。年代別に
みると、「親しくおつきあ
いしている」割合は、年代
が上がるほど高い傾向と
なっている。 

困

っ
て
い
る
と
き
お
互
い
に

相
談
し
た
り
助
け
合

っ
た
り

す
る
等

、
親
し
く
お
つ
き
あ

い
し
て
い
る

町
会

、
自
治
会
や
隣
近
所
の

行
事
の
時
だ
け
つ
き
あ
う

た
ま
に
世
間
話
す
る
程
度

顔
を
合
わ
せ
た
と
き
に
会
釈

す
る
程
度

つ
き
あ
い
が
ほ
と
ん
ど
な
い

無
回
答

ｎ

全　体 （1,046）

男性 （433）

女性 （609）

20歳代 （109）

30歳代 （154）

40歳代 （175）

50歳代 （149）

60歳代 （162）

70歳代 （172）

80歳以上 （119）

12.9

9.7

15.1

－

4.5

8.6

8.7

17.3

24.4

24.4

5.0

6.2

4.1

0.9

1.3

2.9

8.7

6.2

9.3

4.2

24.9

20.8

27.9

5.5

16.9

21.7

28.9

34.6

32.6

29.4

42.1

46.0

39.2

60.6

51.9

50.3

41.6

32.7

26.7

37.0

14.6

16.4

13.3

32.1

25.3

16.6

11.4

8.6

7.0

4.2

0.6

0.9

0.3

0.9

－

－

0.7

0.6

－

0.8

（％）（％）
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日本の8020運動 (80歳になっても２０本以上自分の歯を保とう) 

平成28年の8020達成者は51.2%で平成23年の40.2%より増加 
健康日本21の目標「平成34年までに50％」を６年早く達成 
                             ※8020達成者は75歳～85歳未満の数値より推計 

厚生労働省 平成28年歯科疾患実態調査 より 
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100

40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70-74 75-79 80-84 85-
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（％） 

（年齢） 

8020達成者：

51.2% 
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足立区ホームページより 

まちの環境づくりの先進事例 足立区 

目標「足立区に住んでいれば自ずと健康になる」 
  健康寿命が都平均より２歳短いこと 
  糖尿病医療費が多いことから、野菜を食べようキャンペーンを実施 
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足立区ホームページより 

まちの環境づくりの先進事例 足立区 

 糖尿病対策アクションプランの策定 

区内のお店や企業も巻き込んで 
 
○野菜を食べることを推進 
 ベジタベライフ協力店を600→900へ 
 朝食に野菜を食べられる店を増やす 
 
○良い生活習慣の定着を乳幼児から 
「ひと口目は野菜から」事業・父母向け栄養教室 
 給食を通じた食育の推進 
 子どもの頃からの虫歯予防 
 若い世代の歯周病予防・よく噛んで食べる習慣づくり 
 
○糖尿病を重症化させない取組を 
 医師会・歯科医師会・薬剤師会との連携 
 糖尿病と診断された患者の眼科・歯科受診の啓発 
 薬局でヘモグロビンＡ１ｃ6.5％以上の人の受診勧奨 
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支援を必要とする人を支える社会参画 
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民生委員・児童委員の担い手確保の現状と課題 

70歳代 

60歳代 

50歳代 

49歳以下 

15.5% 

62.9% 

18.4% 
3.2% 

都内民生委員・児童委員年齢構成 

（東京都福祉保健局「民生委員・児童委員活動に関す
る検討委員会報告書」（平成31年4月）より） 

活動者の8割は60歳代以上。中でも60歳代
後半から70歳前後が最も多い。 

64.6歳 
（平成31年4月1日現在） 

中野区における民生委員・児童委員の委嘱状況 

中野区における民生委員・児童
委員委嘱数の推移 

参考データ
※ 

  
定数
(人) 

委嘱数
(人) 

欠員(人) 
委嘱率
（％） 

都委嘱
率（%） 

全国委
嘱率
（%） 

H25.4.1 305 295 10 96.7      

H26.4.1 306 291 15 95.1  93.9 97.1 

H27.4.1 306 292 14 95.4      

H28.4.1 309 292 17 94.5      

H29.4.1 309 296 13 95.8  92.2 96.3 

H30.4.1 309 295 14 95.5      

H31.4.1 309 295 14 95.5      

    
※参考データは東京都福祉保健局「民生委員・児童委員 
  活動に関する検討委員会報告書」による。 

中野区の民生委員・児童委員の平均年齢 
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就労以外の社会や地域との関わり 

 最近１年間、就労以外で、社会や地域との関わりがないと答えた人は
４２％。 
その主な理由は「時間がない」「興味・関心がない」であるが、「きっ
かけが得られない」「情報がない」との理由も見られ、関心があって
も、実際の活動に結び付いていない状況がうかがえる。 

n=1,145

30.0

12.6

12.3

11.3

9.7

5.5

4.9

4.7

2.4

2.4

1.1

1.2

42.4

11.4

友人等との個人的な集まり

ライン、ツイッター、フェイスブック等のＳＮＳを利用した交流

町会・自治会の活動

民間のスポーツクラブ等でのスポーツ活動

区民活動センター等を利用した趣味・文化・芸術活動

バーチャルなネットワーク等への参加（趣味・ゲーム等）

子ども会などの地域における子育て支援活動

カルチャーセンター等を利用した趣味・文化・芸術活動

ＮＰＯ・ボランティア活動（中野区内）

ＮＰＯ・ボランティア活動（中野区外）

友愛クラブの活動

その他

関わっていない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

n=486

43.4

29.0

21.8

20.2

17.5

11.1

5.3

活動する時間がない

興味・関心がない

参加するきっかけが得られない

情報がない

参加したい活動や団体がない

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

＜社会や地域と関わっていない理由＞ 
＜最近１年間に参加した活動＞ 

２０１８中野区区民意識・実態調査 より 
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近隣の見守り支えあい活動に関する状況① 

73.8% 

5.7% 

19.6% 
0.9% 

＜見守り支え合い活動は必要だと思いますか？＞ 

必要だと思う 

必要だと思わない 

わからない 

無回答 

9.1% 

16.1% 

52.3% 

19.6% 

3.0% 

＜必要だと思う人の活動状況等＞ 

継続的に活動している 

活動したことがある 

活動していないがこれからしてみたい 

活動していない、これからもしたいと思わない 

無回答 

２０１８年度 健康福祉に関する意識調査 より 

７割以上の人が「必要だと思う」と回答し、その半数が現在は活動していな
いが、これから活動してみたい、と回答した。 
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 30代では、「きっかけがない」が最も多い。「多忙で時間の余裕がない」は、50代、40代、60
代の順に多い。「活動内容がわからない」が、全世代で２割程度みられる。  
 参加するきっかけとなるものは、40～70代では、情報誌やホームページ閲覧が上位だが、30代
では団体からのボランティア募集がそれと同程度で、20代ではこちらの方が多い。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70代 

80以上 

＜今後、見守り支えあい活動をしてみ
たいが、現在していない理由＞ 

多忙・時間的

余裕がない 

参加するきっ

かけがない 

活動内容がわ

からない 

その他・無回

答 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70代 

80以上 

＜どのようなきっかけや情報があれ
ば参加しようと思うか＞ 

情報誌やホー

ムページ閲覧 

活動団体のボ

ランティア募集 

講座などへの

参加 

その他・無回答 

近隣の見守り支えあい活動に関する状況 ② 
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２０１８年度 健康福祉に関する意識調査 より 
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日本と諸外国の若者のボランティアに対する興味 



区内に拠点のあるNPO法人(208団体)の活動内容 
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国際協力140 まちづくり・ 

地域活性化128 
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職業・雇用52 

環境37 

消費者13 

中間支援130 

社会 
  教育 
118 

保健・福祉112 

健全 
育成95 

学習・文化・スポーツ83 43 

※複数活動あり 
2018年12月31日現
在、東京都NPO法人
ポータルサイトより 
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0 20 40 60 80 100 120 140

H２６

H２７

H２８

H２９

H３０

（件）

①地域を住民自身で支えるための活動
②産業の活性化、都市観光推進のための活動
③地球環境を守るための活動
④子どもと子育て家庭を支援するための活動
⑤男女共同参画の推進及び人権を守るための活動（実績０件）
⑥地域の保健福祉を推進するための活動
⑦安全で快適なまちづくりのための活動
⑧学習、文化、芸術又はスポーツ振興のための活動
⑨国際交流、平和のための活動
⑩消費者のための活動（実績0件）

①    ② ③                              ④             ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

126件 
 
 
 
135件 
 
 
 
118件 
 
 
 
114件 
 
 
 
120件 

中野区公益活動助成の実績（5年間） 



資料３－２

昼間人口･昼夜間人口比率の推移（昭和40～平成27年）

年次 昼間人口 夜間人口
昼夜間人口比率

（昼間人口/夜間人口）

昭和40年 286,992 376,697 76.2

45 289,675 378,723 76.5

50 291,903 373,075 78.2

55 272,369 345,733 78.8

60 267,237 335,936 79.5

平成2 257,848 319,687 80.7

7 261,174 306,581 85.2

12 272,250 309,526 88.0

17 285,636 310,627 92.0

22 289,176 314,750 91.9

27 313,270 328,215 95.4

≪昼間人口≫

≪夜間人口≫
　調査時に調査の地域に常住している人口である。

≪昼夜間人口比率≫

資料　総務省統計局「平成27年国勢調査従業地・通学地による人口・就業状態等集計」

　昼間人口とは、就業者または通学者が従業・通学している従業地・通学地による人口であり、
従業地・通学地集計の結果を用いて算出された人口である。
　また、夜間勤務の者、夜間の学校に通っている者も便宜上昼間就業者・昼間通学者とみなし
て昼間人口に含めており、昼間人口には買物客などの非定常的な移動については考慮してい
ない。

　昼夜間人口比率は、夜間人口100人当たりの昼間人口の割合であり、100を超えているときは
人口の流入超過、100を下回っているときは流出超過を示している。



資料３－３
町別，昼間人口・夜間人口・比率

１９９５ ２０００ ２００５ ２０１０ ２０１５

昼間人口 261,174 272,250 285,636 289,176 313,269

夜間人口 304,379 309,513 310,392 314,750 328,215

昼夜間人口比率
（昼間人口／夜間人口）

85.8% 88.0% 92.0% 91.9% 95.4%

昼間人口 13,695 13,984 15,427 13,951 14,341

夜間人口 18,778 19,205 19,556 19,520 20,217

昼夜間人口比率 72.9% 72.8% 78.9% 71.5% 70.9%

昼間人口 20,526 20,370 21,070 20,604 20,498

夜間人口 22,250 21,924 21,764 21,548 22,562

昼夜間人口比率 92.3% 92.9% 96.8% 95.6% 90.9%

昼間人口 23,922 32,091 32,529 35,611 35,355

夜間人口 26,019 26,831 27,480 28,136 29,410

昼夜間人口比率 91.9% 119.6% 118.4% 126.6% 120.2%

昼間人口 26,536 27,758 29,386 31,968 32,413

夜間人口 26,547 26,627 27,611 27,662 29,189

昼夜間人口比率 100.0% 104.2% 106.4% 115.6% 111.0%

昼間人口 22,238 22,315 22,813 23,462 22,025

夜間人口 18,829 19,556 19,623 21,456 23,275

昼夜間人口比率 118.1% 114.1% 116.3% 109.3% 94.6%

昼間人口 41,508 43,721 40,069 44,221 57,046

夜間人口 26,501 25,785 25,076 25,192 27,022

昼夜間人口比率 156.6% 169.6% 159.8% 175.5% 211.1%

昼間人口 15,602 14,765 16,653 15,990 16,080

夜間人口 20,655 20,320 20,450 20,534 22,809

昼夜間人口比率 75.5% 72.7% 81.4% 77.9% 70.5%

昼間人口 13,024 12,706 14,395 13,845 15,548

夜間人口 15,445 16,774 17,210 17,663 18,225

昼夜間人口比率 84.3% 75.7% 83.6% 78.4% 85.3%

昼間人口 7,888 7,832 9,054 8,305 9,861

夜間人口 13,918 14,103 13,360 13,625 13,506

昼夜間人口比率 56.7% 55.5% 67.8% 61.0% 73.0%

昼間人口 3,747 3,746 4,038 4,057 4,707

夜間人口 5,552 5,911 5,868 6,321 6,410

昼夜間人口比率 67.5% 63.4% 68.8% 64.2% 73.4%

昼間人口 5,901 5,881 5,896 5,917 7,614

夜間人口 8,502 8,751 8,647 8,716 8,952

昼夜間人口比率 69.4% 67.2% 68.2% 67.9% 85.1%

昼間人口 10,292 9,661 9,749 10,447 10,407

夜間人口 12,493 12,450 12,449 11,714 12,038

昼夜間人口比率 82.4% 77.6% 78.3% 89.2% 86.5%

昼間人口 3,722 3,826 3,948 4,522 4,288

夜間人口 4,495 4,392 4,631 4,828 5,010

昼夜間人口比率 82.8% 87.1% 85.3% 93.7% 85.6%

昼間人口 12,468 12,625 15,081 13,166 15,068

夜間人口 19,689 20,020 20,060 20,881 21,095

昼夜間人口比率 63.3% 63.1% 75.2% 63.1% 71.4%

昼間人口 8,325 8,193 15,568 8,349 10,452

夜間人口 15,275 15,669 15,248 15,191 15,630

昼夜間人口比率 54.5% 52.3% 102.1% 55.0% 66.9%

昼間人口 7,808 7,540 8,683 7,742 8,964

夜間人口 12,332 12,284 12,211 12,412 12,868

昼夜間人口比率 63.3% 61.4% 71.1% 62.4% 69.7%

昼間人口 5,431 6,064 6,590 6,052 7,026

夜間人口 10,744 10,730 11,111 10,745 11,371

昼夜間人口比率 50.5% 56.5% 59.3% 56.3% 61.8%

昼間人口 9,025 9,326 10,429 10,252 11,437

夜間人口 14,439 15,373 15,304 15,590 16,782

昼夜間人口比率 62.5% 60.7% 68.1% 65.8% 68.2%

昼間人口 9,512 9,844 9,746 10,716 10,139

夜間人口 11,916 12,808 12,733 13,016 13,844

昼夜間人口比率 79.8% 76.9% 76.5% 82.3% 73.2%

鷺宮

上鷺宮

※昼間人口と、昼夜間人口比率は推計値である。推計値は按分による小数点以下四捨五入のため総数と内訳が一致しないことがある。

江古田

丸山

野方

大和町

若宮

白鷺

江原町

中野区

南台

弥生町

本町

中央

東中野

中野

上高田

新井

沼袋

松が丘



町別，年齢三区分別人口（各年１月１日現在）

２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６ ２０１７ ２０１８ ２０１９
2010-2019
増加率

総　　　　数 299,562 298,571 298,780 311,256 313,665 316,625 321,734 325,460 328,683 331,658 110.7%

年少人口 25,766 25,657 25,629 26,436 26,795 27,311 28,028 28,481 28,855 29,258 113.6%

生産年齢人口 213,573 212,480 212,213 222,479 222,217 223,224 226,897 229,401 231,995 234,427 109.8%

老年人口 60,223 60,434 60,938 63,061 64,653 66,090 66,809 67,578 67,833 67,973 112.9%

総　　　　数 18,677 18,837 19,037 19,500 19,533 19,445 19,592 19,890 20,044 20,138 107.8%

年少人口 1,664 1,670 1,717 1,754 1,749 1,752 1,770 1,745 1,773 1,752 105.3%

生産年齢人口 13,002 13,154 13,301 13,660 13,594 13,449 13,560 13,831 13,960 14,073 108.2%

老年人口 4,011 4,013 4,019 4,086 4,190 4,244 4,262 4,314 4,311 4,313 107.5%

総　　　　数 20,486 20,527 20,474 21,056 21,397 21,663 22,263 22,378 22,711 22,865 111.6%

年少人口 1,684 1,648 1,695 1,731 1,765 1,785 1,901 1,920 1,980 1,994 118.4%

生産年齢人口 14,717 14,684 14,588 15,001 15,195 15,359 15,743 15,783 16,018 16,144 109.7%

老年人口 4,085 4,195 4,191 4,324 4,437 4,519 4,619 4,675 4,713 4,727 115.7%

総　　　　数 26,488 26,461 26,514 27,638 28,066 28,293 28,584 28,802 29,054 29,151 110.1%

年少人口 2,003 2,053 2,000 2,059 2,118 2,147 2,184 2,237 2,280 2,300 114.8%

生産年齢人口 19,459 19,348 19,362 20,253 20,459 20,500 20,719 20,824 21,023 21,114 108.5%

老年人口 5,026 5,060 5,152 5,326 5,489 5,646 5,681 5,741 5,751 5,737 114.1%

総　　　　数 25,993 25,921 26,071 27,268 27,554 28,099 28,222 28,585 29,019 29,271 112.6%

年少人口 2,041 2,006 2,017 2,125 2,146 2,237 2,289 2,356 2,417 2,414 118.3%

生産年齢人口 19,061 19,016 19,124 19,997 20,163 20,479 20,543 20,735 21,103 21,362 112.1%

老年人口 4,891 4,899 4,930 5,146 5,245 5,383 5,390 5,494 5,499 5,495 112.3%

総　　　　数 19,342 19,585 19,696 21,228 21,468 21,644 22,720 23,288 23,488 23,619 122.1%

年少人口 1,446 1,464 1,467 1,553 1,592 1,644 1,790 1,855 1,880 1,978 136.8%

生産年齢人口 14,296 14,515 14,567 15,907 15,946 15,960 16,792 17,261 17,366 17,387 121.6%

老年人口 3,600 3,606 3,662 3,768 3,930 4,040 4,138 4,172 4,242 4,254 118.2%

総　　　　数 23,857 23,715 23,512 25,003 25,324 25,852 26,294 26,692 27,134 27,319 114.5%

年少人口 1,926 1,945 1,895 1,986 2,020 2,057 2,066 2,149 2,196 2,202 114.3%

生産年齢人口 17,281 17,156 16,970 18,223 18,405 18,829 19,232 19,484 19,888 20,117 116.4%

老年人口 4,650 4,614 4,647 4,794 4,899 4,966 4,996 5,059 5,050 5,000 107.5%

総　　　　数 19,384 19,117 18,972 19,776 19,688 19,820 20,221 20,682 20,930 20,849 107.6%

年少人口 1,540 1,483 1,444 1,489 1,481 1,523 1,611 1,667 1,712 1,708 110.9%

生産年齢人口 14,009 13,806 13,644 14,241 14,075 14,106 14,354 14,693 14,837 14,792 105.6%

老年人口 3,835 3,828 3,884 4,046 4,132 4,191 4,256 4,322 4,381 4,379 114.2%

総　　　　数 16,576 16,609 16,825 17,436 17,521 17,690 17,834 17,933 18,064 18,238 110.0%

年少人口 1,406 1,431 1,460 1,512 1,507 1,549 1,572 1,556 1,565 1,600 113.8%

生産年齢人口 12,341 12,370 12,505 12,918 12,937 12,983 13,077 13,229 13,234 13,371 108.3%

老年人口 2,829 2,808 2,860 3,006 3,077 3,158 3,185 3,248 3,265 3,267 115.5%

総　　　　数 13,291 13,096 13,009 13,546 13,592 13,580 13,605 13,692 13,810 13,848 104.2%

年少人口 1,005 988 993 1,029 1,046 1,035 1,016 1,021 1,032 1,046 104.1%

生産年齢人口 9,438 9,260 9,157 9,540 9,482 9,377 9,366 9,376 9,483 9,514 100.8%

老年人口 2,848 2,848 2,859 2,977 3,064 3,168 3,223 3,295 3,295 3,288 115.4%
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総　　　　数 6,146 6,112 6,044 6,375 6,345 6,356 6,351 6,407 6,524 6,480 105.4%

年少人口 572 569 561 576 574 554 559 546 554 521 91.1%

生産年齢人口 4,381 4,328 4,256 4,513 4,457 4,449 4,409 4,442 4,533 4,492 102.5%

老年人口 1,193 1,215 1,227 1,286 1,314 1,353 1,383 1,419 1,437 1,467 123.0%

総　　　　数 8,700 8,631 8,642 8,843 8,840 8,941 9,051 9,209 9,254 9,339 107.3%

年少人口 818 824 833 849 839 854 880 907 899 900 110.0%

生産年齢人口 5,892 5,834 5,822 5,940 5,887 5,947 6,044 6,154 6,171 6,244 106.0%

老年人口 1,990 1,973 1,987 2,054 2,114 2,140 2,127 2,148 2,184 2,195 110.3%

総　　　　数 11,483 10,992 11,004 11,547 11,514 11,599 11,571 11,634 11,706 12,487 108.7%

年少人口 1,104 1,035 1,050 1,130 1,147 1,155 1,159 1,206 1,174 1,374 124.5%

生産年齢人口 7,734 7,277 7,263 7,657 7,522 7,559 7,500 7,529 7,636 8,147 105.3%

老年人口 2,645 2,680 2,691 2,760 2,845 2,885 2,912 2,899 2,896 2,966 112.1%

総　　　　数 4,521 4,603 4,542 4,730 4,857 4,982 4,960 4,980 4,996 5,037 111.4%

年少人口 533 540 518 539 555 565 559 536 524 502 94.2%

生産年齢人口 3,108 3,177 3,142 3,288 3,349 3,451 3,404 3,437 3,449 3,521 113.3%

老年人口 880 886 882 903 953 966 997 1,007 1,023 1,014 115.2%

総　　　　数 19,542 19,527 19,612 20,386 20,432 20,480 20,785 21,085 21,316 21,517 110.1%

年少人口 1,651 1,614 1,599 1,635 1,668 1,702 1,752 1,792 1,806 1,811 109.7%

生産年齢人口 13,956 13,924 14,025 14,618 14,552 14,477 14,716 14,908 15,177 15,344 109.9%

老年人口 3,935 3,989 3,988 4,133 4,212 4,301 4,317 4,385 4,333 4,362 110.9%

総　　　　数 14,582 14,513 14,510 15,052 15,193 15,288 15,428 15,555 15,625 15,764 108.1%

年少人口 1,117 1,134 1,135 1,166 1,210 1,189 1,179 1,208 1,223 1,232 110.3%

生産年齢人口 10,521 10,451 10,433 10,887 10,930 10,983 11,110 11,255 11,299 11,459 108.9%

老年人口 2,944 2,928 2,942 2,999 3,053 3,116 3,139 3,092 3,103 3,073 104.4%

総　　　　数 11,902 11,913 11,850 12,286 12,379 12,500 12,675 12,695 12,751 12,807 107.6%

年少人口 922 964 994 1,021 1,034 1,055 1,073 1,052 1,090 1,093 118.5%

生産年齢人口 8,236 8,181 8,049 8,382 8,392 8,407 8,543 8,573 8,573 8,626 104.7%

老年人口 2,744 2,768 2,807 2,883 2,953 3,038 3,059 3,070 3,088 3,088 112.5%

総　　　　数 10,550 10,440 10,397 10,706 10,887 10,977 11,347 11,471 11,648 11,820 112.0%

年少人口 1,127 1,139 1,147 1,158 1,196 1,238 1,284 1,302 1,354 1,424 126.4%

生産年齢人口 6,801 6,700 6,649 6,840 6,950 6,897 7,190 7,260 7,389 7,482 110.0%

老年人口 2,622 2,601 2,601 2,708 2,741 2,842 2,873 2,909 2,905 2,914 111.1%

総　　　　数 15,114 15,130 15,267 15,807 15,969 16,237 16,401 16,484 16,581 16,853 111.5%

年少人口 1,536 1,522 1,514 1,530 1,549 1,631 1,616 1,615 1,579 1,574 102.5%

生産年齢人口 10,686 10,682 10,786 11,149 11,204 11,296 11,408 11,461 11,608 11,858 111.0%

老年人口 2,892 2,926 2,967 3,128 3,216 3,310 3,377 3,408 3,394 3,421 118.3%

総　　　　数 12,928 12,842 12,802 13,073 13,106 13,179 13,830 13,998 14,028 14,256 110.3%

年少人口 1,671 1,628 1,590 1,594 1,599 1,639 1,768 1,811 1,817 1,833 109.7%

生産年齢人口 8,654 8,617 8,570 8,745 8,718 8,716 9,187 9,266 9,248 9,410 108.7%

老年人口 2,603 2,597 2,642 2,734 2,789 2,824 2,875 2,921 2,963 3,013 115.8%

年少人口：０～１４歳　　生産年齢人口：15～64歳　　老年人口：65歳以上

注）　住民基本台帳法の一部改正に伴い，外国人世帯・人口を含む。

資料　戸籍住民分野，企画分野
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区内4地域別将来人口推計（中期）

地域 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年
4地域計 331,658 334,434 337,184 339,658 341,941 344,084 345,960 347,554 348,932 350,173 351,325
中部 101,058 102,196 103,323 104,377 105,362 106,274 107,102 107,787 108,353 108,838 109,258
南部 72,154 72,706 73,300 73,832 74,333 74,772 75,221 75,629 75,998 76,327 76,637
北部 86,946 87,474 87,948 88,405 88,789 89,131 89,357 89,537 89,680 89,802 89,919
鷺宮 71,500 72,058 72,613 73,044 73,457 73,907 74,280 74,601 74,901 75,206 75,511
（各地区の割合）
中部 30.50% 30.60% 30.60% 30.70% 30.80% 30.90% 31.00% 31.00% 31.10% 31.10% 31.10%
南部 21.80% 21.70% 21.70% 21.70% 21.70% 21.70% 21.70% 21.80% 21.80% 21.80% 21.80%
北部 26.20% 26.20% 26.10% 26.00% 26.00% 25.90% 25.80% 25.80% 25.70% 25.60% 25.60%
鷺宮 21.60% 21.50% 21.50% 21.50% 21.50% 21.50% 21.50% 21.50% 21.50% 21.50% 21.50%
（年少人口割合）
中部 8.2 8.3 8.4 8.4 8.5 8.5 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6
南部 8.4 8.5 8.7 8.8 8.9 9 9.1 9.2 9.2 9.3 9.4
北部 8.9 9 9 9.1 9.1 9.1 9.1 9.1 9.1 9.1 9.1
鷺宮 10 10 10.1 10.2 10.2 10.3 10.3 10.4 10.5 10.5 10.5
（生産年齢人口割合）
中部 72.9 73.1 73.3 73.5 73.7 73.8 73.9 74.1 74.1 74.1 74
南部 71.1 71.2 71.2 71.3 71.5 71.5 71.5 71.5 71.5 71.5 71.4
北部 69.7 69.9 70 70.1 70.3 70.3 70.4 70.4 70.5 70.5 70.4
鷺宮 68.3 68.5 68.6 68.8 68.9 69 69.1 69 69.1 69.1 69
（老年人口割合）
中部 18.9 18.7 18.4 18.1 17.8 17.7 17.5 18.4 19.3 20.4 21.4
南部 20.5 20.3 20.1 19.9 19.6 19.5 19.4 20.3 21.2 22.2 23.2
北部 21.3 21.2 21 20.8 20.6 20.6 20.5 21.4 22.4 23.5 24.5
鷺宮 21.7 21.5 21.3 21.1 20.8 20.7 20.6 21.5 22.5 23.5 24.5
注）　2019年1月1日現在の住民基本台帳上の人口を基準として，コーホート変化率法により算出（外国人を含む）
　　　なお，4地域別の人口をもとに算出しているため，4地域別の推計値の合計は，区全体で算出した推計値と一致しない。
　　　中部（中野，中央，上高田，東中野）
　　　南部（南台，弥生町，本町）
　　　北部（新井，沼袋，野方，松が丘，江古田，江原町，丸山）
　　　鷺宮（大和町，若宮，白鷺，鷺宮，上鷺宮）
資料　企画分野
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